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企
画　

Ｃ
Ｓ
Ｏ
／
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
Ｍ
Ｒ
25
周
年

　

日
本
の
Ｃ
Ｓ
Ｏ
は
、
１
９
９
８
年
の
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
Ｍ

Ｒ（
Ｃ
Ｍ
Ｒ
）事
業
開
始
か
ら
戦
略
的
な
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
活
用
の
広
が
り
と
共
に
成
長
を
遂
げ
て
き
た
。医
薬
品
・

医
療
機
器
等
企
業
の
製
品
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
変
化
に
対

し
、
質
を
備
え
た
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
リ
ソ
ー
ス
と
し
て
、
営

業
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
か
ら
メ
デ
ィ
カ
ル
ま
で
活
躍
の
場

を
拡
大
。近
年
で
は
医
療
機
関
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
展

開
さ
れ
て
い
る
。製
品
開
発
が
癌
や
中
枢
神
経
、
希
少
疾

患
な
ど
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
領
域
に
シ
フ
ト
し
、
コ
ロ
ナ

禍
を
契
機
に
Ｄ
Ｘ
が
進
展
す
る
中
、Ｃ
Ｓ
Ｏ
は
、医
薬
品
・

ヘ
ル
ス
ケ
ア
企
業
、
さ
ら
に
は
業
界
全
体
の
変
革
を
加
速

す
る
戦
略
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
次
な
る
ス
テ
ー
ジ
へ
の

挑
戦
を
推
し
進
め
て
い
る
。日
本
Ｃ
Ｓ
Ｏ
協
会
幹
部
に
ビ

ジ
ネ
ス
の
現
状
と
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
聞
い
た
。

　
「
Ｃ
Ｓ
Ｏ
ビ
ジ
ネ
ス
は
よ

り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
進
化
す

る
転
換
点
を
迎
え
て
い
ま

す
」と
木
﨑
弘
会
長（
シ
ミ
ッ

ク
・
イ
ニ
ジ
オ
）
は
現
状
を

捉
え
る
。

　

総
Ｍ
Ｒ
数
が
２
０
１
４
年

を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ

る
中
、
Ｃ
Ｓ
Ｏ
協
会
の
調
査

で
は
、
稼
働
人
数
は
３
６
３

７
人
（
前
年
比
６
・
２
％

増
）、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

率
は
７
・
０
％
と
過
去
最
高

を
更
新
し
て
７
％
台
に
初
め

て
乗
せ
た
（
協
会
加
盟
５

社
、
22
年
10
月
時
点
）

満
規
模
の
企
業
は
１
１
３
社

と
、
調
査
を
開
始
し
た
09
年

の
24
社
か
ら
５
倍
近
く
に
増

加
し
て
い
る
。
企
業
の
規
模

に
よ
ら
ず
、
新
興
の
バ
イ
オ

フ
ァ
ー
マ
や
医
療
機
器
等
の

企
業
、
さ
ら
に
は
医
療
機
関

（
病
医
院
・
薬
局
）
ま
で
加

わ
り
、
広
く
ヘ
ル
ス
ケ
ア
業

界
で
活
用
が
拡
大
し
て
い
る

状
況
だ
。

　

ニ
ー
ズ
の
広
が
り
に
伴
い

サ
ー
ビ
ス
も
多
様
化
し
、
特

定
の
製
品
や
疾
患
領
域
、
エ

リ
ア
等
を
包
括
的
に
受
託
す

る
Ｃ
Ｓ
Ｏ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
型

モ
デ
ル
を
は
じ
め
、
Ｃ
Ｓ
Ｏ

独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し

　

Ｃ
Ｓ
Ｏ
を
活
用
す
る
企
業

の
す
そ
野
が
広
が
り
続
け
て

い
る
こ
と
も
、
特
筆
す
べ
き

点
で
あ
る
。
活
用
企
業
数
は

前
年
よ
り
17
社
増
の
１
５
５

社
と
こ
ち
ら
も
過
去
最
多
を

更
新
し
、
特
に
５
０
０
人
未

　

で
は
、
今
後
は
ど
う
か
。

追
い
風
と
な
る
の
が
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
っ
て
大
き
く
加
速

し
た
変
化
で
、「
不
確
実
性

が
高
く
、
不
透
明
な
環
境
下

に
お
け
る
ア
ジ
リ
テ
ィ
の
重

要
性
」
だ
。

　

未
知
の
変
化
に
素
早
く
的

確
に
対
応
で
き
る
組
織
、
個

人
の
能
力
は
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア

業
界
、
企
業
に
お
い
て
も
必

須
と
な
っ
て
お
り
、「
Ｃ
Ｓ

Ｏ
の
真
価
を
発
揮
で
き
る
好

機
」（
片
岡
恵
連
監
事
：
サ

イ
ネ
オ
ス
・
ヘ
ル
ス
）
と
捉

え
る
。

　

日
本
の
Ｃ
Ｓ
Ｏ
が
向
か
う

道
筋
を
考
え
る
上
で
は
、
世

界
最
大
の
医
薬
品
市
場
を
有

す
る
米
国
の
動
き
が
先
行
指

標
と
な
る
。

　

実
際
、
米
国
で
は
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
急
速
な
普
及
を
は

じ
め
、
日
本
で
起
こ
っ
て
い

る
製
薬
企
業
を
取
り
巻
く
環

境
変
化
が
先
行
し
て
生
じ
て

い
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た

変
化
に
対
応
す
べ
く
様
々
な

取
り
組
み
が
模
索
さ
れ
る
中

で
、「
Ｃ
Ｓ
Ｏ
は
よ
り
機
動

的
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
活
用

さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
（
片

岡
氏
）

　

例
え
ば
、
日
本
で
は
欠

員
補
充
の
活
用
が
一
定
比

率
を
占
め
る
が
、
米
国
で

は
新
薬
上
市
・
適
応
拡
大
時

の
垂
直
立
ち
上
げ
や
、
特
定

領
域
・
エ
リ
ア
の
テ
コ
入
れ

な
ど
で
の
集
中
的
活
用
の

ほ
か
、
ノ
ン
コ
ア
領
域
に
お
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ＣＳＯ新時代
変革実行パートナーを目指す

日
本
の
Ｃ
Ｓ
Ｏ
事
業
の
現
状

活
用
企
業
数
、ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
率

と
も
に
過
去
最
高
を
更
新

た
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
が
展
開

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
担
い
手

も
Ｍ
Ｒ
に
留
ま
ら
ず
、
Ｍ
Ｓ

Ｌ
、
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ナ

ル
・
ナ
ー
ス
や
薬
剤
師
の
よ

う
な
専
門
職
、
フ
ィ
ー
ル

ド
マ
ー
ケ
タ
ー
、
ト
レ
ー

ナ
ー
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
推
進
支
援
な
ど
、
多

様
な
人
材
が
活
躍
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　
「
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
の
広

が
り
に
即
応
し
て
い
く
た
め

に
、
Ｃ
Ｓ
Ｏ
の
強
み
と
な
っ

て
い
る
の
が
“
多
様
性
”
で

す
」（
木
﨑
氏
）。
人
材
面
で

は
、
多
様
な
職
種
が
増
え
て

い
る
こ
と
に
加
え
、
個
々
の

ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
の
幅
も

広
が
っ
て
い
る
。
一
定
期
間

ご
と
に
様
々
な
領
域
や
製

品
を
担
う
コ
ン
ト
ラ
ク
ト

人
材
は
、
多
領
域
経
験
者
が

多
く
、
各
社
が
し
の
ぎ
を
削

る
注
力
領
域
を
中
心
に
、
７

領
域
以
上
の
経
験
者
が
過

半
数
、
５
領
域
以
上
で
は
７

割
近
く
い
る
。
ま
た
、
ス
ペ

シ
ャ
リ
テ
ィ
領
域
で
は
Ｃ

Ｎ
Ｓ
経
験
者
が
約
５
割
、
癌

領
域
で
は
２
割
強
に
上
る
と

い
う
。

　
「
こ
の
よ
う
に
幅
を
持
っ

た
専
門
性
と
第
三
者
と
し
て

の
中
立
性
は
Ｃ
Ｓ
Ｏ
な
ら
で

は
。
業
界
横
断
的
に
多
様
な

企
業
、
領
域
、
製
品
を
担
う

中
で
、
現
場
ベ
ー
ス
で
培
っ

て
き
た
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ

が
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
質

を
上
げ
、
新
し
い
発
想
を
生

み
、
ペ
イ
シ
ェ
ン
ト
ジ
ャ
ー

ニ
ー
全
体
に
わ
た
る
総
合
的

な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
で
き
る

基
盤
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と

木
﨑
氏
は
そ
の
意
義
を
説
明

す
る
。

活
用
ニ
ー
ズ
の
広
が
り
と
共
に

担
い
手
や
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
も
多
様
化

け
る
効
率
的
活
用
も
一
般
化

し
て
お
り
、
新
興
の
バ
イ
オ

日
本
の
近
未
来
―
米
国
Ｃ
Ｓ
Ｏ
の
動
き

組
織
の
ア
ジ
リ
テ
ィ
の
重
要
性
増
す
中

戦
略
活
用
が
進
展
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献
し
て
い
く
。

　

▽
新
た
な
取
り
組
み
の

“
チ
ェ
ン
ジ
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
”
と
し
て
、
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
モ
デ
ル
の
変
革
を
加
速
＝

デ
ジ
タ
ル
ミ
ッ
ク
ス
な
ど
新

た
な
取
り
組
み
に
舵
を
切
る

上
で
は
、
多
く
の
壁
が
存
在

し
、
強
力
な
推
進
役
が
必
要

と
な
る
。そ
こ
で
Ｃ
Ｓ
Ｏ
が

組
織
の
常
識
や
し
が
ら
み
に

捉
わ
れ
ず
、
先
陣
を
切
っ
て

成
功
体
験
を
構
築
し
、
組
織

全
体
へ
ブ
ー
ス
ト
さ
せ
、
変

革
を
促
す
役
割
を
担
う
。か

ね
て
よ
り
多
く
の
企
業
か

ら
、“
組
織
へ
の
刺
激
や
新

し
い
風
”
と
し
て
評
価
さ
れ

て
き
た
Ｃ
Ｓ
Ｏ
の
特
徴
を
よ

り
昇
華
さ
せ
た
役
割
だ
。

　

▽
製
薬
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
業

界
の
“
人
財
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
機
能
”
と
し
て
、
人
材
の

流
動
化
・
最
適
化
、
多
様
な

る
ポ
イ
ン
ト
が
高
度
化
・
多

様
化
し
、
私
た
ち
へ
の
期
待

値
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

再
認
識
す
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
こ
う
し
た
ご
要
望
や

ご
不
満
の
声
に
も
し
っ
か
り

向
き
合
い
、
全
体
で
進
化
を

加
速
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重

要
」
と
、
昌
原
清
植
副
会
長

（
Ｍ
Ｉ
フ
ォ
ー
ス
）
は
考
察

す
る
。

　

25
周
年
に
合
わ
せ
実
施
し

た
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
ベ
イ

（
45
社
）
で
も
、
Ｃ
Ｓ
Ｏ
へ

の
期
待
の
高
ま
り
が
見
ら
れ

て
い
る
。
Ｃ
Ｓ
Ｏ
の
コ
ア
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
で
あ
る
「
採

用
・
配
属
」「
育
成
」「
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」
に
対
す
る
評
価

で
は
、全
て
で「
期
待
通
り
」

以
上
の
肯
定
回
答
が
９
割
超

に
上
っ
た
一
方
、
さ
ら
な
る

“
プ
ラ
ス
α
”
を
求
め
る
声

も
寄
せ
ら
れ
た
。

　

例
え
ば
採
用
・
配
属
面
で

は
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
シ
フ

ト
に
伴
う
経
験
豊
富
な
ベ
テ

ラ
ン
人
材
の
ニ
ー
ズ
と
同
時

に
、
組
織
の
活
性
化
や
将
来

の
リ
ー
ダ
ー
候
補
と
な
る
若

手
や
異
業
種
出
身
者
へ
の

ニ
ー
ズ
も
見
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
ナ
ー
ス
や
薬
剤
師
な

ど
の
有
資
格
者
、
Ｍ
Ｓ
Ｌ
・

メ
デ
ィ
カ
ル
人
材
の
要
望
も

増
え
、“
人
材
の
多
様
性
”

の
価
値
が
高
ま
っ
て
い
る
。

育
成
面
で
は
、
変
化
へ
の
対

応
力
や
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
が
重
視

さ
れ
る
傾
向
が
顕
著
だ
。
マ

　

医
療
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
で
は
、
こ

れ
か
ら
も“
人
の
力
”が
必
要
不
可
欠
。

労
働
人
口
が
減
少
す
る
中
で
、
そ
の
担

い
手
と
し
て
活
躍
で
き
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
人
材
を
、
い
か
に
安
定
的
に

輩
出
し
て
い
け
る
か
が
大
き
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
だ
。
採
用
力
、
育
成
力
の
強
化
は

も
と
よ
り
、
Ｃ
Ｓ
Ｏ
な
ら
で
は
の
魅
力

的
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
や
人
事
制
度
の
整

備
な
ど
、
や
り
が
い
を
持
っ
て
働
き
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
向
け
、
様
々
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で

課
題
に
な
っ
て
い
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
も
新
た
な
テ
ー
マ
。
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
が
一
般
化
し
、
今
ま
で
と
は

違
っ
た
ス
ト
レ
ス
が
生
じ
て
お
り
、
業

界
内
外
の
様
々
な
事
例
を
持
ち
寄
り
、

学
び
や
実
践
を
積
み
上
げ
て
い
る
。
こ

う
し
た
ト
ラ
イ
＆
ラ
ー
ン
を
顧
客
に
も

還
元
し
て
い
く
こ
と
で
、
業
界
全
体
の

環
境
向
上
に
も
寄
与
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

　

Ｃ
Ｓ
Ｏ
全
体
で
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

体
制
を
強
化
し
、
説
明
責
任
を
果
た
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
厳
格
化

す
る
業
界
関
連
法
規
へ
の
対
応
と
共

に
、
新
た
な
顧
客
や
サ
ー
ビ
ス
の
広
が

り
に
即
し
た
適
正
な
請
負
・
派
遣
体
制

の
推
進
に
も
、
注
力
し
て
い
く
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
派
遣
法
に
お
け

る
特
定
目
的
行
為
に
つ
い
て
、
外
部
有

識
者
の
レ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
共
通
研
修

資
材
の
作
成
、
ト
レ
ー
ナ
ー
ズ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、
計
３
回
の
合
同
研
修
を
企

画
。
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
営
業
、
採
用

な
ど
主
要
部
門
か
ら
延
べ
３
０
０
人
以

上
が
参
加
し
た
。

　

新
し
い
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
も
、
各

社
の
ト
レ
ー
ナ
ー
が
同
一
の
研
修
を
継

続
す
る
こ
と
で
、
均
て
ん
化
を
図
る
と

共
に
、
多
様
な
テ
ー
マ
を
シ
リ
ー
ズ
展

開
し
、
よ
り
一
層
信
頼
い
た
だ
け
る

パ
ー
ト
ナ
ー
を
目
指
す
。

　

メ
デ
ィ
ア
で
の
情
報
発
信
や
、
協
会

公
式
サ
イ
ト
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
Ｃ

Ｓ
Ｏ
の
ひ
と
・
サ
ー
ビ
ス
」
の
新
シ

リ
ー
ズ
な
ど
を
通
じ
、
新
し
い
Ｃ
Ｓ
Ｏ

の
姿
を
積
極
的
に
打
ち
出
し
て
い
く
。

顧
客
、
人
材
の
双
方
か
ら
「
Ｃ
Ｓ
Ｏ
に

任
せ
た
い
」「
Ｃ
Ｓ
Ｏ
で
働
き
た
い
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
Ｃ
Ｓ
Ｏ

が
ご
提
供
で
き
る
価
値
、
新
し
い
取
り

組
み
、
サ
ー
ビ
ス
や
キ
ャ
リ
ア
の
広
が

り
を
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
。
そ
の
積
み
重
ね
が
、
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
ニ
ー
ズ
や
人
材
ニ
ー
ズ
を
呼
び

込
み
、
さ
ら
な
る
価
値
を
生
む
好
循
環

に
も
生
き
て
く
る
。

　

市
場
環
境
、
顧
客
の
意
識
や
ニ
ー
ズ

変
化
が
早
く
、
大
き
く
な
っ
て
い
る
中

に
あ
っ
て
、
今
回
実
施
し
た
カ
ス
タ

マ
ー
サ
ー
ベ
イ
は
そ
う
し
た
変
化
を
捉

え
る
重
要
な
取
り
組
み
。
今
後
も
継
続

し
、
得
ら
れ
た
イ
ン
サ
イ
ト
を
お
客
様

に
も
共
有
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
で
の
よ
り
一
層
の
価

値
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
。

人
事
・
教
育　
木
﨑
弘 

担
当
理
事
（
会
長
兼
務
）

法
務
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン　

八
所
孝
志 

担
当
理
事（
ア
ポ
プ
ラ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

広
報
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
委
員
会　

松
本
大
輔 

担
当
理
事（
Ｉ
Ｑ
Ｖ
Ｉ
Ａ
）

日本ＣＳＯ協会 ３つの運営委員会の取り組み

前列左から木﨑会長、昌原副会長、後列左から
松本理事、八所理事、片岡監事

固
定
費
の
変
動
費
化
で

コ
ス
ト
効
率
向
上
に
も
寄
与

け
る
効
率
的
活
用
も
一
般
化

し
て
お
り
、
新
興
の
バ
イ
オ

フ
ァ
ー
マ
等
で
の
営
業
イ
ン

フ
ラ
を
含
む
フ
ル
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
も
始
ま
っ
て
い

る
。

　

そ
う
し
た
オ
ン
デ
マ
ン
ド

型
の
活
用
と
相
ま
っ
て
、
外

部
か
ら
の
イ
ン
サ
イ
ト
や
組

織
へ
の
刺
激
に
対
す
る
期
待

や
、
固
定
費
の
変
動
化
に
よ

り
経
営
の
柔
軟
性
を
高
め
る

こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
継
続

的
に
一
定
比
率
を
Ｃ
Ｓ
Ｏ
で

運
用
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て

い
る
。

　
「
派
遣
型
、
業
務
委
託
型

と
も
に
、
製
薬
企
業
の
平
均

的
な
コ
ス
ト
と
比
べ
、
コ
ス

ト
効
率
の
向
上
が
見
込
め
ま

す
。
中
で
も
米
国
で
主
流
と

ネ
ジ
メ
ン
ト
面
で
は
、
成
果

向
上
に
向
け
た
協
業
体
制
の

強
化
、
Ｃ
Ｓ
Ｏ
独
自
の
企
画

や
提
案
、
そ
れ
ら
に
よ
る
自

社
組
織
へ
の
波
及
力
と
い
っ

た
要
望
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　
「
今
回
の
サ
ー
ベ
イ
は
、

お
客
様
が
Ｃ
Ｓ
Ｏ
を
評
価
す

　

こ
の
よ
う
な
顧
客
の
期
待

や
米
国
か
ら
の
示
唆
を
見
据

え
、
Ｃ
Ｓ
Ｏ
協
会
が
掲
げ
る

未
来
像
が
三
つ
の
あ
り
方

だ
。
サ
ー
ビ
ス
の
質
と
幅
を

同
時
に
進
化
さ
せ
る
こ
と

で
、
顧
客
企
業
ひ
い
て
は
業

界
全
体
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
に
寄
与
し
て
い

く
構
え
で
あ
る
。

　

▽
“
質
を
備
え
た
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
リ
ソ
ー
ス
”
と
し

て
、
Ｒ
Ｏ
Ｉ
を
最
適
化
＝
製

薬
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
業
界
全
体

に
お
い
て
、
様
々
な
面
で
生

産
性
の
向
上
は
不
可
避
で
あ

り
、
顧
客
企
業
と
同
等
以
上

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
コ
ス

ト
効
率
良
く
実
現
す
る
こ
と

で
、
Ｒ
Ｏ
Ｉ
の
最
適
化
に
貢

Ｃ
Ｓ
Ｏ
の
役
割
を
深
化
・
拡
大
し

患
者
中
心
医
療
の
実
現
に
貢
献

キ
ャ
リ
ア
や
働
き
方
を
促
進

＝
少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
増

大
す
る
医
療
ニ
ー
ズ
と
そ
の

担
い
手
不
足
の
不
均
衡
は
、

大
き
な
社
会
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
製
薬
業
界
を
超
え
て

広
く
ヘ
ル
ス
ケ
ア
業
界
の
中

で
、
貴
重
な
人
的
資
源
の
余

剰
や
不
足
を
最
適
化
し
、
多

様
な
キ
ャ
リ
ア
や
働
き
方

を
創
出
し
て
い
く
役
割
を
目

指
す
。

　
「
日
本
の
Ｃ
Ｓ
Ｏ
が
さ
ら

に
飛
躍
し
、
欧
米
並
み
の
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
率
10
％
を

超
え
ら
れ
る
か
は
私
た
ち
次

第
。
不
確
実
性
の
中
で
、
変

わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
Ｃ

Ｓ
Ｏ
が
お
役
に
立
て
る
場
面

は
増
え
て
お
り
、
素
地
は
で

き
て
い
る
。
各
社
そ
れ
ぞ
れ

の
特
色
を
発
揮
し
な
が
ら
協

会
全
体
で
、
医
薬
品
・
ヘ
ル

ス
ケ
ア
業
界
の
変
革
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
、
患
者
中
心
医
療
の

実
現
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
」（
昌
原
氏
）

　

新
時
代
を
迎
え
た
Ｃ
Ｓ
Ｏ

の
さ
ら
な
る
進
化
に
期
待
が

か
か
る
。

新
時
代
の
ビ
ジ
ョ
ン

変
革
実
行
パ
ー
ト
ナ
ー
へ

プ
ラ
スα
の
価
値
を
創
出

な
っ
て
い
る
委
託
型
は
、
Ｃ

Ｓ
Ｏ
の
裁
量
で
チ
ー
ム
編
成

や
活
動
を
最
適
化
す
る
モ
デ

ル
で
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
営

業
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
の
コ

ス
ト
も
変
動
費
化
で
き
、
よ

り
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き

く
な
り
ま
す
」（
片
岡
氏
）。

こ
う
し
た
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト

に
関
す
る
理
解
も
、
米
国
で

Ｃ
Ｓ
Ｏ
の
戦
略
活
用
が
浸
透

し
て
い
る
背
景
だ
ろ
う
。


